
1 問題と目的

中部大学の心理学科は，2002年度に人文学部に新設

された。新設直後は入学してくる学生が、１）どのよ

うな領域に関心があるのか、２）コンピュータに対す

る態度はどうか、３）希望する進路は何なのか、４）

どの程度の職業知識を持っているのか等が、全く不明

であった。

そこで筆者は、これらの点を明らかにし、入学して

くる学生の適性や希望に即した教育・指導を行いたい

と考えた。そして、80以上の質問項目から成る心理学

科アンケートを作成し，新設直後に実施して指導の指

針とし、それをその後も10年間継続してきた１）。

本論文は、10年間のデータを比較・検討し、新入生

の特性の変化を明らかにすることを目的とした。

1.1 新入生の関心領域

心理学には、心の問題を扱う臨床心理学だけでなく、

人間の情報処理過程を扱う認知心理学、学習過程を扱

う学習心理学、発達過程を扱う発達心理学、社会的行

動を扱う社会心理学、教育過程を扱う教育心理学、学

校での行動を扱う学校心理学、人格の特性や形成過程

を扱う人格心理学、障害者の問題や行動を扱う障害者

心理学、膨大なデータの客観的比較・検定のための心

理統計学等、実に様々な領域がある。

中部大学の心理学科はこうした様々な領域を満遍な

く教育することを目指して作られた、私立大学ではめ

ずらしい正統派の心理学科である。しかし、高校まで

は心理学を体系的に学ぶ機会がないため、高校生はも

ちろんのこと一般の人々の多くは臨床心理学しか知ら

ない。特に、新設された2000年代前半はいわゆる臨床

心理学ブームで私立大学の多くが臨床心理学に特化し

た心理学科を数多く新設していた時期だった。そのた

め、中部大学に入学してくる学生の関心が臨床心理学

に大きく偏っていることが懸念された。

そこで、彼らの関心領域を明らかにし、偏りがある

場合はこれを解消し、適切な導入教育を行う必要があ

ると考えた。

1.2 コンピュータに対する態度

心理学は文系の学問である。しかし心理学は行動科

学とも呼ばれる通り、実験、調査、面接、観察等で得

られた人間行動に関する大量のデータを統計解析して

客観的な知見を得るという極めて理系に近いパラダイ

ムをとる。そしてこうした統計解析のためにはコンピュー

タが必須である。また、実験はコンピュータ制御で行

うものがほとんどで制御プログラムの作成も必要とな

る。

しかし、文系を選び心理学を学ぼうと入学してくる

学生たちは、こうした事実をほとんど知らない。その

ため、新入生の多くがコンピュータにあまり興味がな

く、嫌悪感すら抱き、その有用性を知らず、利用不安

が高いことが懸念された。

そこで、新入生のコンピュータに対する態度を調査

し、興味・関心の有無、嫌悪感や不安の高低、その有

用性についての知識の程度を知り、食わず嫌い的な偏

見の解消に役立てたいと考えた。

1.3 希望する進路

中部大学の心理学科のカリキュラムは、卒業ととも

に認定心理士の資格が取得できるように作られている。

認定心理士の資格は、先述した数多くの心理学領域の

基本的な知識を満遍なく取得してはじめて得られるも

のであり、こうした知識は公務員試験、心理学検定、

大学院の入学試験等に非常に役に立つ。また、中部大

学は、中部地方に根付いた歴史ある大学で卒業生の多

くは地元の中小企業に就職しており経営者となってい

る方も多い。心理学科の卒業生はこうした企業の産業

カウンセラーになる基礎知識も有している。教員免許

についても所定科目の単位を修得すれば中学校教諭一

種免許状「社会」および高等学校教諭一種免許状「公

民」を取得できるため、教職に就くことも可能である。

加えて、学部新設の２年後の2004年度には国際人間

学研究科という新しい大学院に心理学専攻が設置され、

博士前期課程と博士後期課程の教育体制が整った。博

士前期課程では「学校心理士」認定運営機構に承認さ

れた科目の単位を修得すれば学校心理士の受験資格が

得られる。また教職についても、高等学校教諭一種免

許状「公民」を取得済みの者は修士の学位および『教
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科または教職に関する科目』の必要単位を大学院で取

得することで高等学校教諭専修免許状「公民」を取得

することができる。中学校教諭一種免許状「社会」を

取得済みの者は同様の方法で中学校教諭専修免許状

「社会」を取得することができる。

このように、中部大学の心理学科および心理学専攻

の卒業生・修了生には非常に多くの進路選択肢がある。

そこで新入生がどのような進路を希望しているのかを

明らかにし、希望に即した進路指導の指針としたいと

考えた。

1.4 職業知識

希望する進路とは別に、その進路・職業について正

確な知識を持っているか否かを明らかにする必要があ

る。なぜなら正しい知識を持っていなければ適切な進

路を希望しているとは限らないからである。また、

2000年代前半は、臨床ブームに乗じてマスコミ等で必

ずしも正確でない情報が報道されることも多かった。

そのため、新入生の職業知識にも誤りや偏りがあるこ

とが懸念された。

そこで、アンケートで新入生の知識量を調査し、生

活指導や入門講義でそれを補う情報提供をしていきた

いと考えた。

2 方法

2.1 調査協力者

2002年度から2011年度までの中部大学心理学科新入

生で、協力者数は2002年度58名、 2003年度93名、2004

年度85名、2005年度94名、2006年度98名、2007年度95

名、2008年度107名、2009年度98名、2010年度124名、

2011年度72名の、計924名であった。

2.2 調査日

毎年度、新入生必須のゼミナール（旧フレッシュマ

ンゼミＡ、 現スタートアップセミナー）の４月の第

１回講義日に実施した。

2.3 調査項目

フェイスシートでは、コンピュータの使用経験や携

帯電話所有の有無、自宅でのインターネット接続の有

無等、当該年度に参考としたい学生のIT環境につい

ての質問項目を１～18項目用意し回答させたが、これ

らの項目の内容は毎年若干異なったため、今回の分析

からは除外した。

１）新入生の関心領域 「どんな心理学が学びたく

て入学を決めましたか。名称か内容を簡単に書いてく

ださい。」という質問項目で、回答は複数可能の自由

記述とした。

２）コンピュータに対する態度 コンピュータに対

する興味、不安、学習意欲、有用感に関する28項目で

あった。ただし、項目１は2003年度までは「自分のコ

ンピュータがほしい」であったが、新入生のノート

PC所有が義務化されたため、2004年度からはこの項

目を「自分のコンピュータが持ててうれしい」に変更

した。加えて、項目23は2003年度までは「電話よりメー

ルの方が好きだ。」であったが、所有したノートPCで

メールを使うことが多くなったため、2004年度からは

この項目を「コンピュータでインターネットを活用で

きるようになりたい。」という項目に変更した。

よって、本論文では10年間の比較を行うために、以

上２項目を除いた計26項目を分析の対象とした。回答

法は、「１．全然そうではない」、「２．あまりそうで

はない」、「３．どちらとも言えない」、「４．ややそう」、

「５．非常にそう」の５件法であった。項目の詳細は

結果と考察の表１を参照されたい。

３）希望する進路 各種免許・資格の取得、大学院

進学、一般企業就職、公務員希望等の12項目で、この

うち項目11と項目12の教職に関する２項目は2004年度

から追加されたものだが、８年間の比較のために分析

の対象に含めた。回答法は「１．考えていない」、「２．

あまり考えていない」、「３．どちらとも言えない」、

「４．やや考えている」、「５．考えている」の５件法

とした。項目の詳細は表３を参照されたい。

４）職業知識 学生になじみのある臨床心理士、ス

クールカウンセラー、公務員等の専門職に関する知識

を問う９項目で、「１．全然知らない」、「２．あまり

知らない」、「３．どちらとも言えない」、「４．少し知っ

ている」、「５．よく知っている」の５件法で回答させ

た。項目の詳細は表４を参照されたい。

以上の他、心理学以外の様々な学問領域への興味を

尋ねる９項目が含まれていたが、あくまでも参考質問

であったため本論文の分析では割愛した。

よって本論文で分析の対象としたのは、１）の自由

記述１項目と、２）の26項目、３）の12項目、４）の

９項目の、計48項目である。

2.4 手続き

全項目を冊子にした質問紙を配布し回答させた。回

答に要した時間は約15分、調査の配布から回収までの

時間は約20分であった。
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3 結果と考察

3.1 新入生の関心領域

自由記述には様々な領域が記載されていたが、本学

カリキュラムに含まれるものの中の上位９領域に絞り、

何％の学生が関心を持って入学してきたのかについて、

10年間の推移を調べた。すべてを同一のグラフに表す

と見にくいため、３つの臨床系科目と６つの実験系科

目に分けて２つのグラフに示した（図１、図２）。

図１を見るとわかるように、2002年度の新設の時点

では臨床心理学とカウンセリングに関心のある新入生

の比率が１位と２位で、図２の実験系のいずれの心理

学領域よりも著しく高かった。しかし、図１の入学年

度による推移を見ると、臨床心理学に関心のある入学

生の比率が徐々に低下するとともに、カウンセリング

に関心のある入学生の比率が急速に減少していること

がわかる。後者については、カウンセリングに興味の

ある学生が減少したというよりもむしろ、カウンセリ
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図２ 実験系の心理学領域への関心のあった新入生の10年間の比較

図１ 臨床系の心理学領域への関心のあった新入生の10年間の比率の推移



ングが臨床心理学の一部であるという正しい認識が広

まったためだと考えられる。したがって、両者を併せ

た臨床系に関心のある入学生比率は、かなり急速に減

少したと見なすことができる。

一方、図２をみると、2002年度の時点では実験系の

領域の中で教育心理学に関心のある入学生の比率が突

出していたが、年々他の領域の比率も増加し、2011年

度にはかなり多くの領域に分散したことがわかる。２）

特に、2009年度、2011年度の時点での社会心理学に

関心のある入学生の比率はかなり高く、臨床心理学に

関心のある学生の比率とほぼ等しくなっている。また、

2011年度に認知心理学という一般にはなじみのない領

域の心理学に関心のある入学生の比率が14％に達して

いたことも驚くべきことである。実際、2002年度の臨

床系の３領域に関心のある入学生の合計比率は71％と

非常に多かったのに対し、2011年度にはそれが32％に

低下した。一方、実験系の領域に関心のある入学生の

合計比率は2002年度の時点では６領域合わせてもたっ

たの26％であったが、2011年度には それが58％にま

で上昇していた。

臨床系と実験系の比率が年度でどう変化したかを調

べるために、臨床系の３科目と実験系の６科目の10年

間の比率をχ2検定したところ有意で（χ2(9)＝46.94,

p＜.01）、比率は年度間で変化していた。そこで、

Ryan法で各年度対の下位検定を行ったところ、2002

年度と2008年度（χ2(1)＝10.33,p＜.05）、2009年度

（χ2(1)＝17.28,p＜.01）、2011年度（χ2(1)＝23.03,

p＜.01）の間、2010年度と2009年度（χ2(1)＝14.18,

p＜.01）、2011年度（χ2(1)＝20.22,p＜.01）の間、

2003年度と2009年度（χ2(1)＝14.20,p＜.01）の間、

2005年度と2009年度（χ2(1)＝12.73,p＜.01）の間、

2006年度と2009年度（χ2(1)＝12.63,p＜.05）の間

に有意差が認められ、2007年度、2008年度前後を境と

して、実験系に関心のある入学生の比率が増大したこ

とがわかった２）。

この結果は、新設当時の一時的な臨床心理学ブーム

がやや治まり、様々な領域に関心のある入学生が増え、

偏りのない状態に近づいてきたことを示している。そ

してこのことは、中部大学心理学科を、様々な領域の

心理学を満遍なく教育する正統派の心理学科にしたこ

とが適切であったことを示している。

3.2 コンピュータに対する態度

表１に、26個の質問項目と、10年間924名の評定平

均値とSDを示す。これを見ると、コンピュータの有

用性を示す項目の評定平均値が比較的高く、不安を示
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表１ コンピュータに対する態度の質問項目と10年間924名の評定平均値とSD
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す項目の評定平均値が比較的低い等、望ましい傾向が

認められることがわかる。ただし、項目毎に年度間の

違いを見ても全貌がわかりづらいため、項目のまとま

りで尺度を構成し、尺度毎に年度間の比較を行うもの

とした。

924名のデータに主因子法、バリマックス回転の因

子分析を施し、スクリープロットを参考に４因子を抽

出した。そして、４つの尺度を構成し（表２）、尺度

１を興味尺度（α＝.852）、尺度２を不安尺度（α＝

.849）、尺度３を好奇尺度（α＝.830)、尺度４を有用

感尺度（α＝.764）と命名した。

年度毎の各尺度の評定値の平均値、すなわち、下位

尺度得点を図３に示す。各下位尺度得点に年度間で差

があるか否かを調べるために、尺度毎に年度を参加者

間要因とする１要因分散分析を行った結果、すべての

尺度で年度の主効果が有意であった（尺度１から順に、

F（9,914）＝4.46;2.90;3.68;2.95;allp＜.01）。

どの年度間に差があるかをHSD検定した結果も、図

３に示してある３）。

１．興味尺度のグラフを見ると、2009年度の下位尺

度得点と他のいくつかの年度の下位尺度得点に有意差

があり、2009年度が最も低かったことがわかる。この

原因を考えるために2009年度の入学生の他の尺度の下

位尺度得点を見てみると、2009年度の入学生は、２．

不安尺度の下位尺度得点が最も高く、４．有能感尺度

の下位尺度得点が比較的高かった。これらを併せて考

えると、この年度の入学生は、コンピュータは有用だ

と考えているものの、不安が高いため、興味が低減さ

れてしまっていた可能性がある。

2009年度入学生は2011年度の現時点で３年次生であ

る。その後の彼らの不安が低減し興味が増大したか否

か、こうした傾向が成績等にどのような影響を及ぼし

たかについては、慎重に追跡調査する必要がある。

２．不安尺度のグラフを見ると、2010年度の入学生

の不安が最も低く、2004、2006、2009年度の入学生よ

り有意に低かった。

ただし不安は、低ければよいと言うものではない。

根拠なく不安が低いのはすなわち楽観であり、事前知

識が少なく考えが甘いという可能性も考えられる。実

際、注２に記したように、2010年度の入学生は事前知

識が少ない者が多いという特徴を有している。不安に

は古くから、学習を阻害するネガティヴな側面もある

が、学習を促進するポジティヴな側面もあることが知

られている（Alpert& Haber,1960;杉浦,1999）。

実際、藤岡（1988）は、学習に関する有能感と学習動

機の関連を調べ、有能感の高い者ほど学習を促進させ

るテスト不安が強いことを見いだし、その促進効果の

存在を確認している。

この考え方を検証するために2010年度の入学生の他

の尺度の分析結果を見てみると、2010年度の入学者の

下位尺度得点は、１．興味尺度、３．好奇尺度、４．

有用感尺度のすべてで他のいくつかの年度の入学生の

下位尺度得点より有意に低くなっている。特に４．有

用感尺度については、2010年度入学生以外はすべてほ

ぼ等しく高いにもかかわらず、2010年度だけが逸脱し

て低い。

今後は、2010年度入学生、現時点での２年次生のこ

うした特性が、コンピュータを利用した講義や実習で

の学習態度や成績にどのような影響を及ぼしてきたか

を、他の年度の入学生のそれと比較・検討する必要が

ある。

３．好奇尺度のグラフからは、2002年度の入学生の

下位尺度得点が他の多くの年度の入学生よりも高かっ

たことがわかる。一般に、新設時に入学する学生は新

設学科の情報をきちんと集めて受験するなど、やる気

や向学心が高いと言われている。本研究結果はそれを

裏づけているのかもしれない。

ただし、2011年度を含め、2002年度と有意差のなかっ

た年度の入学生の下位尺度得点は、2002年度より著し

く低かったわけではない。したがって、2011年度現在

の入学生も、コンピュータに対してある程度高い好奇

心を抱いていると考えられ、非常に望ましい。

４．有用感尺度のグラフからは、先の２．不安尺度

のグラフ考察で述べたように、2010年度の入学生のみ、

他の多くの年度の入学生よりもコンピュータの有用性

を十分知らない様子がうかがえる。これは先述した通

り、例年より大幅に多かった2010年度の入学生の心理

学やコンピュータについての知識が他の年度の入学生

よりも少ないことに起因していると考えられる。よっ

て2010年度の入学生、現時点での２年次生にはコンピュー

タの用途や有用性についてより丁寧な解説をするとと

もに、コンピュータを利用する科目での学習態度や成

績に十分注意を払っていく必要がある。

3.3 希望する進路

表３に、14個の質問項目と、10年間924名（項目13、

14に関しては2004年度以降の８年間728名）の評定平

均値とSDを示す。最も高いのは項目１の認定心理士

の資格を取得したいという項目、２位が項目９の公務

員、３位が項目12のスクールカウンセラーと続いてい

る。３位のスクールカウンセラーについてはほとんど

の場合、項目２の大学院入学と臨床心理士の資格取得

が必要である。その項目２の評定平均値がスクールカ

ウンセラーになりたいという項目12より下回っている

ことは、スクールカウンセラーに関する知識が不足し

ていることを示唆しており、この点については、次項
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表２ コンピュータに対する態度の評定値の因子分析結果

図３ 各尺度の下位尺度得点の平均値の10年間の推移

（縦棒はSD、赤いコネクタで結んであるのがHSD検定で有意差のあった平均値；＊＊p＜.01，＊p＜.05）
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の職業知識の分析で改めて確認する。それ以外の項目

の評定平均値は、評定中央値の3.0から大きく逸脱し

ておらず、ほぼ中庸と見なすことができる。

各項目の10年間の変化を明らかにするために、項目

毎に年度を参加者間要因とする１要因分散分析を行っ

た。その結果、年度間に有意差が認められたのは、半

数の７項目であった（項目１：F（9,912）＝5.29,p

＜.01;項目２：3.51,p＜.01;項目３：3.14,p＜.01;

項目４：1.54,ns;項目５：4.72,p＜.01;項目６：

1.14,ns;項目７：1.20,ns;項目８：1.15,ns;項目

９：2.48,p＜.01;項目10：0.92,ns;項目11：4.75,p

＜.01;項目12：1.36,ns;項目13：F（7,765）＝2.45,

p＜.05;項目14：1.52,ns）。そこで、有意差のあっ

た項目の評定平均値のみグラフ化し（図４）、図３と

同様、HSD下位検定結果を記入した４）。ただし、項目

13は下位検定の結果有意に異なる平均対がなく2007年

度にやや高かっただけだったため、グラフからは除外

した。

図４からわかるように、１．認定心理士の取得につ

いては、2002年度が顕著に高く、その後徐々に低下し

て2011年度に最低になっていた。これは、認定心理士

の資格の有用性が感じられなくなったというよりもむ

しろ、認定心理士のように単位取得のみで取得できる

資格よりも、認定心理士も資格取得の一部となってい

る心理学検定での１級資格の方が重んじられるように

なってきたためである可能性がある。実際、心理学科

でも、2010年度から心理学検定受検者は急激に増加し、

57名もの受検者が受験し、半数が２級を取得した。こ

の２級資格は、卒業とともに認定心理士の資格が得ら

れると、１級資格に昇格する。今後は、心理学検定で

の１級資格の取得希望についても調査していく必要が

ある。

２．大学院での臨床心理士の取得と３．大学院での

学校心理士の取得については、両方とも2002年度は最

も高かったが、その後徐々に低下し、2011年度が最低

となった。９．心理職の公務員の希望については、こ

れら２つほど顕著ではないものの、2002年度から2009

年度にかけて緩やかに低下し、その後一定となってい

る。これらの結果は、以下の項目の分析結果と併せる

と、資格の取得や公務員になることを希望していない

というよりもむしろ、最近の学生が大学院に進学せず

大学卒業後すぐに一般企業に就職したいと考えている

ことを示している可能性が高い。

実際、５．大学を卒業・就職希望については、2002

年度から徐々に上昇し、2009年にピークに達して以来

ほぼ一定である。また、11．一般企業への就職につい

ても、2002年度から著しく上昇し、2009年度でピーク

となり、その後ほぼ一定である。

これらの結果は、最近の入学生が資格取得、大学院

進学、公務員試験への合格等を目指さなくなり、卒業

とともに一般企業に就職したいという極めて現実的な

希望を抱いていることを端的に示している。

文系は理系と異なり、大学院を出て一般企業に就職

することは極めて難しい。また、教育・研究職に至っ

ては、国立大学の大学院修了者ですら就職が困難であ

る現状では、就職できる可能性は極めて低い。こうし

た現状から判断して、この結果は、最近の入学生の向

上心がなくなったことを示唆しているというよりもむ

しろ、現実を見極めた堅実な選択ができるようになっ

たことを示していると考えるべきなのかもしれない。
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表３ 希望する進路の質問項目と10年間924名（13，14のみ８年間728名）の評定平均値とSD
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図４ 年度間に有意差が認められた希望する進路の質問項目の評定平均値の10年間の推移

（縦棒はSD、赤いコネクタで結んであるのがHSD検定で有意差のあった平均値；＊＊p＜.01，＊p＜.05）
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3.4 職業知識

９個の質問項目の10年間924名の評定平均値とSDを

表４に示す。これを見ると、すべての項目の評定平均

値が中央値の3.0を下回っており、入学生の職業知識

が全般的に極めて乏しいことがわかる。

次に、年度間で違いがあるかを見るために、前項と

同様、項目毎に年度を参加者間要因とする１要因分散

分析を行った。その結果、年度間に有意差が認められ

たのは、９項目中５項目で（項目１：F（9,914）＝

1.82,ns;項目２：6.26,p＜.01;項目３：2.51,p＜

.01;項目４：3.40,p＜.01;項目５：4.24,p＜.01;

項目６：3.99,p＜.01;項目７：1.18,ns;項目8：

1.14,ns;項目９：1.33,ns）、有意差のあった項目の

評定平均値のみグラフ化し（図５）、図４と同様、

HSD下位検定結果を記入した５）。

図５を見るとわかるように、年度間に変動のあっ

た５項目すべての平均評定値は、2002年度に最も高く、

2006年度か2007年度がそれに継いで高い他は、極めて

低かったことがわかる。

新設時の2002年前後は臨床ブームであったことと、

先述したように、新設直後に入学する学生が新設学科

の情報をきちんと集めてから受験する傾向にあること

を考えれば、2002年度の知識がある程度高かったこと

は理解できる。一方、2006年度、2007年度前後に評定

値が再度高まった原因は定かではないが、臨床心理士

を扱ったテレビドラマが放映された等、マスコミの影

響があった可能性が高い。なぜなら、年度間の変化が

認められたのは９項目のうちの、臨床心理士に関する

項目だけだったからである。この考え方が確かならば、

臨床ブームの火付け役はマスコミで、彼らの知識はそ

れに基づいた浅薄なものだった可能性があるというこ

とになる。

実際、2002年度、2006年度、2007年度の評定平均値

が高いとは言っても、それは中央値の3.0前後、つま

り、「どちらともいえない」程度であり、入学生の職

業知識はおしなべて非常に低かった。図１に示したよ

うに、2002年度当時はほぼ半数の入学生が臨床心理学

を志していた。それにもかかわらず臨床心理士、スクー

ルカウンセラー、公務員の心理職についての知識が中

央値前後であったということは、こうした業種につい

て自ら詳しい情報を調べることなく、単に臨床ブーム

にのったマスコミの情報をもとに進路を選択した可能

性があることを示唆している。

最近では臨床ブームも収まり、偏った知識を持つ学

生は少なくなった。事実、図１からわかるように、入

学生の関心領域は最近は分散化してきた。そして、図

４に示されているように、最近では一般企業への就職

希望も高まった。今後は、臨床心理士や公務員の心理

職だけでなく、一般職の公務員、警察官、企業内で登

用される産業カウンセラーに関する情報や、調査・実

験のノウハウとITや統計処理に関する基礎知識の企

業内での活かし方等、職業に関する幅広い情報提供を

していく必要がある。

4 結論

4.1 まとめ

新入生の関心領域は、新設時の2002年度から2007年

度、2008年度前後までは臨床ブームの影響で臨床系に

偏っていた。しかしその後は実験系に分散し、2011年

度現在は偏りが解消されていることがわかった。ただ

し、2010年度の入学生だけが一時的に2002年度の入学

生に近い傾向を示した。これは、例年と比べて非常に

多かった2010年度の入学生の中に心理学について十分

な知識を持っていなかった学生が含まれていたためで

ある可能性があると考えられた。

コンピュータに対する態度は、2002年度の入学生が

他の年度の入学生に比べてややポジティヴだったこと、

2010年度の入学生が他の年度の入学生に比べてややネ

ガティヴであったことが明らかとなった。前者は、新

設時の入学生が心理学科についての情報をよく調べ、

十分な事前知識を持っていたためであり、後者は、先
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表４ 職業知識の質問項目と10年間924名の評定平均値とSD
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と同様、例年と比べて非常に多かった入学生が他の年

度の入学生とは若干異質であるためだと考えられた。

希望する進路については、各種資格の取得、大学院

への進学、心理職の公務員としての就職等の希望が年々

減少し、一般企業への就職希望者が増大していた。こ

れは、入学生の向上心の減衰というよりもむしろ、よ

り現実的で堅実な選択ができるようになった結果では

ないかと考えられる。

職業知識については、2002年度と2007年度前後に臨

床心理学系の職業の知識が若干増えたものの、それで
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図５ 年度間に有意差が認められた職業知識の質問項目の評定平均値の10年間の推移

（縦棒はSD、赤いコネクタで結んであるのがHSD検定で有意差のあった平均値；＊＊p＜.01，＊p＜.05）
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も「どちらともいえない」という程度であり、全般的

に著しく乏しいことがわかった。これは、職業、臨床

心理士等に関する情報が主としてテレビドラマ等、マ

スコミから得られるもので、入学生自らが職業に関す

る情報を収集してきていないことを示唆していると考

えられ、今後は専門職以外にも幅広い職種についての

情報を提供していく必要があると結論された。

4.2 今後の課題

新入生の関心領域、コンピュータに対する態度につ

いては、2010年度入学生以外は問題はなかった。2010

年度入学生、現時点の２年次生については、入学時の

心理学やコンピュータに関する知識が少なかったこと

が示唆された。しかし、2010年度入学生も初年次教育

で様々な領域の心理学の知識やコンピュータの有用性

を知ったはずである。今後は、初年次教育を経て2010

年度入学生の関心が他の年度の入学生と同様多様化し

分散したか否か、各種コンピュータ教育を通じてコン

ピュータの有用性を認識し積極的にかかわる態度が形

成されたか否かを追跡調査する必要がある。

希望する進路については、一般企業への就職を望む

学生が増えたことは、確かに現実的で堅実な選択がで

きるようになったという点では望ましい。ただし、一

般職に甘んずるだけでなく、臨床心理士や学校心理士、

心理職の公務員、企業内での産業カウンセラー等の専

門職、企業内で市場調査や実験、統計的検定等の専門

知識を活かすことのできる職種を希望する学生も、もっ

と多くてもよいはずである。こうした専門職に就く希

望が減ってしまった原因の１つは、やはり、今回明ら

かとなった職業知識の乏しさにある可能性がある。今

後は、専門職を含めた幅広い職種や可能性についての

情報を、３年次、４年次のキャリア教育を充実させて

いくなどして、これまで以上に十分提供していく必要

がある。

注

１）このアンケートは、新入生の導入教育のための必

修のセミナー（旧フレッシュマンゼミＡ、現スター

トアップセミナー）の最初の講義に１回目を（質問

紙調査）、半年後の最後の講義で２回目を（Web調

査）実施し、両者を比較することで半年間の導入教

育の効果を知る手がかりとしてきた。その一部は中

部大学人文学部紀要に発表してきたので、ご関心の

向きは水野（2003,2004,2005,2006,2008）、水野・

松尾（2004）、水野・西口（2003）を参照されたい。

２）2009年度と2011年度の入学生の傾向は類似してい

るが、2010年度の入学生の傾向は2002年度の入学生

に近く、臨床心理学に関心が高い入学生が極めて高

く、実験系の心理学への関心が著しく低く、2002年

度より低くかつ偏ってしまっている。こうした傾向

は、臨床心理学以外には、実験系の心理学の名称す

ら知らない入学生が多かったことを示唆している。

この原因としては、2010年に通常よりも著しく多い

128名もの入学生があったことが考えられる。例年

だと入学してこないはずの数10名の入学生の心理学

領域に関する知識は、例年の入学生より低かった可

能性は高い。実際、この年度の学生のデータを除外

すると、図２からは、一貫した分散傾向が見て取れ

る。

３）図３のHSD検定での下位尺度得点の平均値の差

の臨界値は２つの平均値の間にいくつ平均値が存在

するかによって異なるため、グラフの見かけの差が

検定結果と一致するとは限らない。各臨界値を文中

に記入すると煩雑なため、有意だった箇所・有意水

準のHSDの差の臨界値を以下の表に示す。

４）注３と同じく、図４のHSD検定の平均値の差の

臨界値を以下の表に示す。
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５）注３、注４と同じく、図５のHSD検定の平均値

の差の臨界値を以下の表に示す。
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